様式１－２
入院基本料等の施設基準に係る届出書添付書類
１．入院基本料・特定入院料の届出
届出入院料（届出区分）□　医療観察一般病棟入院料　　　□　医療観察地域移行支援病棟
（□には、該当する場合「✓」を記入のこと）
本届出の病棟数		※（医療機関全体の数ではなく、届出に係る数を記載）
本届出の病床数		※（医療機関全体の数ではなく、届出に係る数を記載）
□　入院基本料・特定入院料の届出区分の変更なし　（□には、該当する場合「✓」を記入のこと）

２．看護師等の配置に係る加算の届出
（新規に届け出るものについては「新規届出」欄、既に届出を行っているものについては「既届出」欄の□に「✓」を記入のこと。）
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３．入院対象者の数及び看護師の数
1 １日平均入院対象者数〔Ａ〕　　　　　　　　人（算出期間　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日）
・小数第１位を切り上げ（小数第１位までの数、例：12.34 → 12.4）
2 月平均１日当たり看護師配置数　　　　　　　　人　〔Ｃ／（日数×８）〕
・小数第２位以下切り捨て（小数第１位までの数、例：12.34 → 12.3）
・〔Ｃ〕は、看護師の「月延べ勤務時間数」（本様式「４．勤務実績表」の月延べ勤務時間数欄の上段「日勤時間帯」と中段「夜勤時間帯において当該病棟で勤務した時間数」の計）である。
・１日看護師配置数　≦　月平均１日当たり看護師配置数であること。
（参考）１日看護師配置数(必要数)：　　　　　 ＝〔（Ａ／配置区分の数）×３〕
・小数第１位を切り上げ
・医療観察看護師７対１配置加算を届け出ている場合：配置区分の数を「７」とすること。
3 夜勤時間帯（１６時間）　　　　　時　　　　分　～　　　　　　時　　　　分
4 月平均夜勤時間数　　　　　　　　時間　　〔（Ｄ－Ｅ）／Ｂ〕
・小数第２位以下切り捨て
・〔Ｄ－Ｅ〕は、月延べ夜勤時間数である。
・〔Ｄ〕は、当該病棟における「月延べ夜勤時間数」（月延べ勤務時間数欄の中段「夜勤時間帯において当該病棟で勤務した時間数」）の計である。
・〔Ｅ〕は、月延べ夜勤時間数（月平均夜勤時間数の計算に含まない者の夜勤時間数）である。
・〔Ｂ〕は、夜勤従事職員数の計である。
・〔Ｂ〕〔Ｄ〕〔Ｅ〕は、看護師に係る数を計上する。
5 月平均１日当たり看護師夜間配置数　　　　　　人
（参考）夜間看護師配置数(必要数)：　　　　　 ＝〔Ａ／配置区分の数〕
・小数第１位を切り上げ
・医療観察看護師６対１配置加算を届け出ている場合：配置区分の数を「６」とすること。
6 月平均１日当たり作業療法士、精神保健福祉士及び公認心理師配置数　　　　　　人
（参考）１日作業療法士、精神保健福祉士及び公認心理師配置数(必要数)：　　　　　 ＝〔（Ａ／配置区分の数）×３〕
・医療観察多職種協働加算を届け出ている場合：配置区分の数を「５」とすること。

４．勤務実績表
	種別
	番号
	病棟名
	氏名
	雇用・
勤務形態※１
	夜勤の有無
	日付別の勤務時間数※４
	月延べ勤務時間数
	（再掲）月平均夜勤時間数の計算に含まない者の夜勤時間数　※５
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	夜勤従事職員数の計
	〔Ｂ〕
	月延べ勤務時間数
（上段と中段の計）
	〔Ｃ〕
	

	月延べ夜勤時間数
	〔Ｄ－Ｅ〕
	月延べ夜勤時間数
（中段の計）
	〔Ｄ〕
	〔Ｅ〕

	１日看護職員配置数
（必要数）
	〔（Ａ／配置区分の数）×３〕
	月平均１日当たり看護職員配置数
	〔Ｃ／（日数×８）〕



〔記載上の注意〕
· 「雇用・勤務形態」（※１）は、短時間正職員の場合は「短時間」に、病棟と病棟以外（外来等）に従事する場合又は病棟の業務と「専任」の要件に係る業務に従事する場合は「兼務」に○を記入すること。
· 「夜勤の有無」（※２）は、夜勤専従者は「夜専」に○を記入すること。月当たりの夜勤時間が８時間未満の者は無に○を記入すること。夜勤有に該当する者について、夜勤を含めた交代制勤務を行う者（夜勤専従者は含まない）は、「夜勤従事者数」（※３）に１を記入すること。ただし、夜勤時間帯に病棟と病棟以外に従事する場合は、１か月間の夜勤時間帯に病棟で勤務した時間を、1か月間の延べ夜勤時間（病棟と病棟以外の勤務時間を含む）で除して得た数を記入すること。看護師と作業療法士、精神保健福祉士及び臨床心理技術者の勤務実績表をわけて作成しても差し支えない。
· 「日付別の勤務時間数」（※４）は、上段は日勤時間帯、中段は夜勤時間帯において当該病棟で勤務した時間数、下段は夜勤時間帯において当該病棟以外で勤務した時間も含む総夜勤時間数をそれぞれ記入すること。
· 「月平均夜勤時間数の計算に含まない者の夜勤時間数」（※５）は、次の①から③の者の夜勤時間数を記入すること。
①夜勤専従者
②月当たりの夜勤時間が８時間未満の者


〔届出上の注意〕
１　届出前１か月の各病棟の勤務実績表を添付すること。
２　勤務体制及び申し送り時間を添付すること。
３　医療観察看護師夜間６対１配置加算（医療観察病棟入院料の注10）を満たす必要があるため、日々の入院患者数によって夜間の看護配置数が異なるものである。そのため、届出の際には、届出前１か月の日々の入院患者数により夜間の看護職員の配置状況が分かる書類（様式１－３を参照）を添付すること。
